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障
害
者
世
帯  

４
５ 

       

（
9.5
％
） 

傷
病
者
世
帯 

１
２
７ 

       

（
26.7
％
） 

母
子
世
帯   

１
３ 

       

（
2.7
％
） 

そ
の
他    

３
４ 

       

（
7.1
％
） 

 

合
計
４
７
６
世
帯
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
生
活
保
護
扶

助
費
の
国
対
地
方
の
財
政
負

担
割
合
は
３
対
１
で
あ
る
。 

 

人
件
費
等
の
減
額
補
正
は
、

昨
年
度
末
の
退
職
者
が
45

人
、
新
採
用
が
32
人
、
そ
の

差
13
人
で
、
総
額
１
億
２
千

万
円
の
人
件
費
の
減
額
と
な

っ
た
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告

に
沿
っ
た
職
員
給
与
の
削
減

で
６
４
０
０
万
円
の
削
減
と

な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
他
の
議
案
で
は
、地
域

防
災
無
線
の
ア
ナ
ロ
グ
周
波

数
が
平
成
23
年
５
月
末
で
終

了
す
る
た
め
、新
た
に
デ
ジ
タ 

バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
09
年
８
月
の

駿
河
湾
沖
地
震
以
降
、原
子
力

安
全
・
保
安
院
、
専
門
家
委
員

会
の
審
議
は
、こ
の
地
震
で
５

号
機
の
揺
れ
が
突
出
し
た
原

因
の
分
析
が
中
心
に
な
り
、バ 

   

ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
に
関
連
し
た

議
論
は
事
実
上
、ス
ト
ッ
プ
し

た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。地
元

で
は
国
の
評
価
が
出
な
い
ま

ま
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
開
始
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
延
期

と
な
っ
た
。 

 

10
月
・
11
月
に
は
３
． 

機
で
、本
年
度
中
に
行
う
予
定

だ
っ
た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電

の
実
施
を
延
期
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。 

 

延
期
の
理
由
は
、０
６
年
に

改
定
さ
れ
た
原
発
の
耐
震
設

計
審
査
指
針
に
照
ら
し
た
４

号
機
の
耐
震
安
全
性
確
認（
バ

ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
）が
終
わ
っ
て

お
ら
ず
、国
か
ら
の
評
価
が
出

て
い
な
い
こ
と
が
理
由
。 

 

県
や
地
元
４
市
（
御
前
崎
、

牧
之
原
、
掛
川
、
菊
川
）
は
07

～
08
年
に
か
け
て
プ
ル
サ
ー

マ
ル
を
容
認
し
た
が
、プ
ル
サ

ー
マ
ル
実
施
に
当
た
っ
て
は
、 

 

中
部
電
力
は

12
月
６
日
、
浜

岡
原
発
４
号

 
11
月
17
日
よ
り
始
ま
っ
た
11
月
議
会
は
12
月
１
日
に
終
了
し

た
。
４
期
12
年
、
三
島
市
政
の
舵
取
り
を
し
て
き
た
小
池
市
長
は
こ

の
議
会
を
最
後
に
引
退
す
る
。今
議
会
の
主
な
議
案
は
一
般
会
計
等
、

５
億
６
千
万
円
余
の
追
加
補
正
や
体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の
選

定
、
第
４
次
三
島
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
議
決
。
ま
た
、
各
種
条

例
の
改
正
等
が
提
案
さ
れ
た
。 

 

４
号
機
で
１
０
４
の
機
器
に

点
検
漏
れ
が
発
覚
し
、中
部
電

力
の
ず
さ
ん
な
保
安
管
理
体

制
が
問
題
と
な
っ
た
ば
か
り
。 

 

現
在
、
５
号
機
は
昨
年
８

月
、最
大
震
度
６
弱
の
地
震
で

自
動
停
止
し
た
。
そ
の
後
、
地 

震
波
を
増
幅
す
る
特
殊
な
地

Ａ 
  

層
が
５
号
機
の
地
下
に
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、保
安
院
は
昨

年
、地
下
構
造
が
及
ぼ
す
原
発

へ
の
影
響
を
検
証
し
て
き
た
。 

そ
の
保
安
院
の
結
論
は「
昨

年
８
月
の
５
号
機
の
揺
れ
を
、

想
定
さ
れ
る
東
海
地
震
の
揺

れ
に
反
映
さ
せ
て
も
耐
震
性

 

 

    

る
。 

 

護
団
と
静
岡
地
検
、
静
岡
地
裁

の
３
者
協
議
が
12
月
６
日
開

か
れ
、
地
検
は
新
た
に
捜
査
報

告
書
や
写
真
な
ど
の
証
拠
記
録

40
点
以
上
を
開
示
し
た
。 

▼
弁
護
団
は
、
開
示
さ
れ
た
写

真
の
中
で
、
犯
人
の
有
力
証
拠

と
さ
れ
、
犯
行
当
時
袴
田
さ
ん

が
身
に
着
け
て
い
た
と
さ
れ
る

ブ
リ
ー
フ
に
は
大
量
の
血
が
付

い
て
い
た
が
、
そ
の
上
に
は
い

て
い
た
と
さ
れ
る
ス
テ
テ
コ
と

ズ
ボ
ン
に
は
血
が
付
い
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

▼
こ
の
た
め
、
弁
護
団
は
「
事

件
後
に
何
者
か
が
ブ
リ
ー
フ
に

血
を
付
け
た
可
能
性
が
高
い
」

と
の
分
析
を
明
ら
か
に
し
、
事

件
後
、
袴
田
さ
ん
を
犯
人
に
仕

立
て
る
た
め
の
「
ね
つ
造
」
が

行
わ
れ
た
疑
い
を
指
摘
し
た
。 

▼
弁
護
団
は
今
後
、
５
点
の
衣

類
の
発
見
翌
日
に
ズ
ボ
ン
と
同

じ
素
材
の
端
切
れ
が
袴
田
死
刑

囚
の
実
家
で
発
見
さ
れ
た
経
緯

に
も
不
自
然
な
点
が
あ
る
た

め
、
端
切
れ
を
発
見
し
た
捜
査

官
の
証
人
尋
問
や
、
関
連
す
る

物
証
の
提
出
を
求
め
て
行
く
考

え
を
示
し
た
。 

▼
こ
れ
ま
で
、
厚
労
省
の
「
村

木
事
件
」
に
お
い
て
も
大
阪
地

検
特
捜
部
の
担
当
検
事
が
証
拠

改
ざ
ん
を
行
っ
た
り
、
検
察
裏

金
問
題
を
内
部
告
発
し
よ
う
と

し
た
大
阪
高
検
公
安
部
長
だ
っ

た
三
井
環
氏
を
記
者
会
見
直
前

に
、
口
封
じ
の
た
め
に
不
当
逮

捕
す
る
な
ど
、
検
察
の
常
軌
を

逸
し
た
不
法
行
為
が
次
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

▼
そ
れ
ら
の
不
法
行
為
は
氷
山

の
一
角
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

正
義
の
砦
で
あ
る
べ
き
検
察

が
、
悪
の
温
床
と
化
し
て
い
る
。 

 

▼
44
年
間
獄
中
で
無

実
を
訴
え
続
け
て
い
る

「
袴
田
事
件
」
の
犯
人

と
さ
れ
た
袴
田
巌
死
刑

囚
（
74
）
の
第
２
次
再

審
請
求
を
め
ぐ
り
、
弁 

に
余
裕
が
あ
る
」と
の
判
断
を

下
し
、中
部
電
力
５
号
機
の
運

転
再
開
に
理
解
を
示
し
た
。 

今
後
、建
物
の
耐
震
構
造
を

専
門
に
検
討
す
る「
構
造
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」に
検
討
結

果
を
報
告
し
、５
号
機
の
運
転

再
開
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
、
再
度
検
討
す
る
と
い
う
。 

 

し
か
し
、原
発
の
危
険
性
を

訴
え
る
識
者
は「
保
安
院
の
判

断
は
〝
結
論
あ
り
き
で
〟
静

岡
県
の
条
件
に
応
え
る
た
め

と
い
う
意
図
が
見
え
見
え
だ
。

中
電
が
よ
ほ
ど
泣
き
つ
い
た

の
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
だ
っ

た
」
と
の
見
方
だ
。 

ま
た
、地
下
で
の
地
震
波
増

幅
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
地
下
特

Ａ 
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浜
岡
４
号
機
プ
ル
サ
ー
マ
ル
延
期 

 

浜
岡
原
発
は
東
海
大
地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
！ 
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Mail:wsigdx@mail.goo 
       .ne.jp 
URL: http://msmcit.ddo 
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発行部数：１５００部 

 

ちゃわんや 
新・古美術 

炉端庵青木武士 

TEL:055-972-4213 
携帯：080-6960-5200 

性
調
査
を
実
施
中
で
検
証
が

不
十
分
。
今
後
、
増
幅
要
因
の

分
析
と
そ
れ
を
反
映
し
た
新

た
な
基
準
の
作
成
や
、構
造
強

度
を
判
断
す
る
た
め
の
振
動

解
析
を
行
う
こ
と
が
先
決
と

し
て
い
る
。 

 

想
定
さ
れ
る
東
海
大
地
震

が
浜
岡
原
発
を
直
撃
し
て
も

本
当
に
原
発
施
設
は
大
丈
夫

な
の
か
？
「
安
全
」
と
主
張
す

る
中
部
電
力
や
保
安
院
へ
の

信
頼
性
は
殆
ど
無
い
。 

現
在
、
浜
岡
原
発
は
１
．
２

号
炉
は
廃
炉
、
３
、
４
号
炉
は

定
期
点
検
中
、５
号
炉
は
昨
年

の
地
震
以
来
運
転
中
止
。 

現
在
、稼
動
し
て
る
原
発
は

な
い
、
必
要
も
な
い
。 

 

三島市 11 月議会終る 
一般会計補正予算 ５億６,５１８万円  

主
張 

 

こ
れ
に
対
し
、
堀
議
員
が
登 

壇
し
賛
成
討
論
を
行
っ
た
。 

地
方
公
務
員
は
基
本
的
に

国
の
人
事
院
勧
告
に
従
う
必

要
は
無
い
が
、
市
当
局
が
提
案

し
、
議
会
が
そ
の
削
減
案
を
承

認
す
る
の
な
ら
ば
、
議
員
は
そ

の
議
決
権
を
持
つ
立
場
か
ら
、

議
員
報
酬
の
削
減
を
し
な
け

れ
ば
合
理
性
を
欠
き
一
般
市

民
の
反
発
を
受
け
る
と
主
張
。 

 

一
方
、
反
対
の
立
場
の
議
員

か
ら「
職
員
と
議
員
で
は
給
与

や
報
酬
の
仕
組
み
が
違
う
」
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
等
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

裁
決
の
結
果
、
賛
成
５
、
反
対

16
で
弓
場
議
員
提
案
は
否
決

さ
れ
た
。 

 

今
回
の
人
事
院
勧
告
に
沿

っ
た
職
員
給
与
等
の
削
減
は
、

職
員
だ
け
で
な
く
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
等
の
特
別
職
の
報

酬
削
減
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

②
障
害
者
施
策
推
進
事
業
費 

   

１
億
２
２
０
４
万
円 

③
後
期
高
齢
者
医
療
費 

 
 
 
 
 

６
３
４
４
万
円 

④
市
民
文
化
会
館
補
修
費 

 
 
 
 
 

４
３
５
０
万
円 

⑤
健
康
検
診
事
業
費 

 
 
 
 
 

４
１
３
３
万
円 

⑥
感
染
症
予
防
事
業
費 

    
 

２
４
９
４
万
円 

⑦
財
政
調
整
基
金
積
立
金 

   
 

１
億
５
０
０
０
万
円 

⑧
退
職
手
当
て
基
金
積
立
金 

    
  

６
９
２
６
万
円 

⑨
職
員
数
減
で
人
件
費
減
額 

  
 

▼
１
億
２
１
２
６
万
円 

 

政
調
整
基
金
の
積
み
増
し
を

行
っ
た
が
、今
年
度
末
を
見
越

し
た
予
測
で
、更
に
積
み
増
し

が
可
能
と
の
こ
と
か
ら
、
11

月
補
正
で
は
、
１
・
５
億
円
の

積
み
増
し
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
度
末
の

財
政
調
整
基
金
残
高
は
12
億

１
５
０
０
万
円
と
な
つ
た
。 

 

生
活
保
護
扶
助
費
２
億
１

１
６
２
万
円
の
補
正
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
、
保
護

世
帯
数
は
３
５
９
世
帯
か
ら

４
７
６
世
帯
、１
１
７
世
帯
増

加
し
た
。
平
成
22
年
度
は
４

７
６
世
帯
か
ら
年
度
末
ま
で

に
５
６
７
世
帯
を
予
想
し
、９

１
世
帯
の
増
加
見
込
み
を
し

て
い
る
。扶
助
費
の
中
で
一
番

多
い
の
が
医
療
扶
助
で
、生
活

保
護
世
帯
で
は
国
保
か
ら
抜

け
、医
療
費
は
全
額
扶
助
費
で

見
る
の
で
、医
療
扶
助
の
負
担 

 

⑩
職
員
給
与
の
削
減 

    
 

▼
６
４
０
４
万
円 

歳
入
の
面
で
は
、 

①
普
通
交
付
税 

   

２
億
７
９
６
９
万
円 

②
国
庫
支
出
金 

   

２
億
３
６
９
１
万
円 

③
県
支
出
金 

     

２
８
４
４
万
円 

④
市
債 

     

２
９
６
０
万
円 

財
政
調
整
基
金
の
積
み
増

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
当
初
予
算
で
の
地
方
交
付

金
は
１
・
６
億
円
と
想
定
（
昨

年
度
は
１
・
３
億
円
）
。
民
主

党
政
権
が
地
方
交
付
金
増
額

を
打
ち
出
し
、
平
成
22
年
度

の
地
方
交
付
金
は
12
億
数
千

万
円
に
増
額
さ
れ
た
。 

そ
の
結
果
と
し
て
、多
少
財

源
に
余
裕
が
出
来
た
。９
月
補

正
で
は
５
億
５
千
万
円
の
財

A 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

議
員
報
酬
削
減
提
案
否
決
！ 

 

11
月
29
日
、
一
般
質
問

終
了
の
後
、人
事
院
勧
告
に
よ

る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
準
じ
、市

職
員
の
給
与
、期
末
手
当
等
を

減
額
す
る
た
め
の
条
例
改
正

案
が
提
案
さ
れ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
下
山
、
堀

議
員
の
２
名
が
人
事
院
勧
告

に
沿
っ
た
職
員
給
与
等
の
削

減
に
反
対
の
討
論
を
行
っ
た
。 

そ
の
主
な
主
張
は
、こ
の
景

気
低
迷
の
時
代
に
、
「
公
務
員

の
給
与
が
高
過
ぎ
る
」と
し
て

賃
下
げ
を
行
え
ば
、そ
の
結
果

は
中
小
民
間
に
波
及
し
、賃
下

げ
の
連
鎖
を
引
き
起
こ
し
、

益
々
デ
フ
レ
・
ス
パ
イ
ラ
ル
に

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。国
内
需

要
や
地
域
需
要
を
増
や
し
、景

気
浮
揚
政
策
の
必
要
な
と
き

に
、
賃
下
げ
の
連
鎖
を
引
き 

 

初
日
に
は
今
年
度
の
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
等
補
正
予
算
７

件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全

て
可
決
さ
れ
た
。
歳
出
に
お
け
る

一
会
計
の
主
な
追
加
補
正
は
、 

①
生
活
保
護
扶
助
費 

 
 
 
 
 

２
億
１
１
６
２
万
円 

ピアノ、ソルフェージュ 
訪問レッスンいたします。 
TEL 055-977-5362 気軽に連絡してください 
                   角田洋子 

ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
な
ど
の
導
入

の
た
め
２
千
万
円
余
の
補
正

が
可
決
、
更
に
、
三
島
市
体
育

施
設
等
の
指
定
管
理
者
に
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ・
山
武
グ
ル

ー
プ
を
指
定
す
る
こ
と
が
可

決
さ
れ
た
。 

 

幸
原
保
育
園
を
移
転
し
、建

替
え
て
民
間
委
託
す
る
た
め

に
、そ
の
建
設
予
定
地
を
取
得 

す
る
目
的
で
、市
所
有
の
北
幼

稚
園
跡
地
と
東
レ
株
式
会
社

所
有
の
上
岩
崎
社
宅
跡
地
の

一
部
を
等
価
交
換
す
る
こ
と

に
つ
い
て
可
決
さ
れ
た
。 

 

一
般
質
問
は
11
月
24
日

か
ら
29
日
ま
で
の
間
、
17

人
の
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。 

29
日
に
は
、
人
事
院
勧
告

に
沿
っ
た
職
員
給
与
等
の
削

減
問
題
に
つ
い
て
の
審
議
。 

最
終
日
、
12
月
１
日
は
主

に
第
４
次
三
島
市
総
合
計
画

基
本
構
想
が
審
議
さ
れ
可
決

さ
れ
た
。 

起
こ
し
か
ね
な
い
公
務
員
の

賃
下
げ
は
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
採

決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
。 

 

一
方
、
「
無
所
属
ク
ラ
ブ
自

由
の
会
」
弓
場
議
員
か
ら
、
経

済
情
勢
の
厳
し
い
中
、
人
事
院

が
１
億
２
２
３
４
万
円
と
大

幅
に
増
え
て
い
る
。 

 

過
去
５
年
間
の
生
活
保
護

相
談
件
数
と
決
定
件
数
は
以

下
で
あ
る
。 

平
成
18
年 

 

相
談
件
数
＝
１
８
９
件 

 

決
定
件
数
＝
66
件 

平
成
19
年 

 

相
談
件
数
＝
１
５
１
件 

 

決
定
件
数
＝
52
件 

平
成
20
年 

 

相
談
件
数
＝
２
２
６
件 

 

決
定
件
数
＝
77
件 

平
成
21
年 

 

相
談
件
数
＝
３
０
５
件 
 

決
定
件
数
＝
１
６
４
件 

平
成
22
年
度 

 

相
談
件
数
＝
１
５
４
件 

 

決
定
件
数
＝
80
件 

    

（
10
月
ま
で
） 

平
成21

年
度
に
お
け
る
生
活

保
護
世
帯
の
構
成
比
は
、 

 

高
齢
者
世
帯 

２
５
７ 

       

（
54
％
）

勧
告
に
よ
り
職
員
給
与
等
が

削
減
さ
れ
る
な
ら
、
議
員
報
酬

も
そ
れ
に
追
随
せ
ざ
る
を
得

ず
「
議
員
の
期
末
手
当
の
一
部

を
削
減
す
べ
き
」
と
の
提
案
が

出
さ
れ
た
。 

 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（055-971-1124 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 

提案する弓場議員 

１１月議会 議場 


